
刑事裁判

裁判の仕組みとはたらき②民事裁判と刑事裁判

司法制度改革

裁判員制度

犯罪が発生！！

民事裁判

　裁判所

　裁判所　公判　判決

個人や企業の

私人の間の争い

貸してたバナナ

かえせ！！！
記憶にない

ウホッ！！！

訴えた人

被疑者

犯人を見つけ証拠を集め、

検察官に事件を送る。 

逮捕には裁判官の出す

令状が必要

警察から送られてきた被疑者を

裁判にかけるかどうか最終的な

判断をする

裁判は時間と費用が掛かりすぎるため

人々が裁判を利用しやすくするためのさまざまな改革。

2009 年にはじまった制度。国民が裁判員として刑事裁判

に参加し裁判官とともに有罪か無罪か、有罪の場合は刑罰

の内容を決める。対象となるのは重大な刑事裁判。
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捜査・逮捕 刑罰にかけるべきだと裁判所へ
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